
-

2932  視覚障がい者用広報作成事業

音声録音テープ利用者数
3

7 7 7 7 7 7 7
件

6 0 - - - - -

7801  市民対話促進事業

市長とのお気軽トークの開催数
4

15 15 15 15 15 15 15
回

13 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 1頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進
０４ 積極的なＰＲと対話による情報の共有

企画政策課長  熊谷和久

市民主体による「幸福感を育む地域づくり」に向けた機運の醸成には、市政の方針や政策・施策・事業及び地域の情報など

が、確実に市民に届く必要があります。これらの情報を各種懇談会、広報紙、ホームページなどの様々な手段で積極的にPR

し、市民と市行政が心の通った対話を進めることで、市行政を理解し主体的に地域づくりに関わる市民の拡大を図ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

広報たきざわを読んでいる人の割合

1 80 80 80 81 81 -
％ 79.5

- - - - - 0.0

幸

福

広報やインターネット等で、地域の情報を収集・発信している人の割合

2 24 26 28 30 32 -
％ 23.2

- - - - - 0.0

平成26年度
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

950  滝沢市ホームページ管理運営事業

普段の生活に必要な情報が伝わっていると感じている人の割合
1

59 60 47 48 49 50 50
％

53.3 0 - - - - -

1816  広報発行事業

広報たきざわを読んでいる人の割合
2

89 89 80 80 80 81 81
％

81.7 0 - - - -



策

成27年度重点課題に

の

基づく優先順位の考え

実

方
市民の安全・安心な

現

暮らしを支える「防災

に

行政無線施設更新事業

影

」は最も重要です。次

響

に市の重点事業である

す

「広報紙発行

事業」「

る

ホームページ管理運営

社

事業」、情報弱者をな

会

くすための「視覚障害

環

者用広報作成事業」、

境

「住民対話促進事業」

変

を

進めます。

化

(３) 基本施策との関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 2頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進
０４ 積極的なＰＲと対話による情報の共有

企画政策課長  熊谷和久

・市の情報を伝達する媒体として「広報たきざわ」は多くの市民に読まれており、有効な手

政

段となっています。ま

 

た、市ホ

ームページも

 

閲覧されており、複数

 

の手段で情報を伝える

 

方法があります。

・声

策

の箱や市ＨＰ要望フォ

:

ーム、口頭などでの意

基

見や要望に対応し、内

本

容把握と四半期毎に取

施

りまとめて庁内で共有

策

する仕

組みとなってい

:

ます。

・緊急事態や気

施

候変動による自然災害

 

においては、迅速な初

 

期情報伝達が重要です

 

。その大きな役割を担

 

っているのが防災

行政

策

無線放送施設であり、

:

老朽化に伴う施設の更

施

新を進めています。　

策

・インターネット、ス

担

マートフォンのユーザ

当

ーの増加により、コミ

職

ュニケーションツール

・

としての活用が広がっ

氏

ています。

・さまざま

名

なツールで多くの情報

２

を得られる市民のニー

．

ズは、多様化かつ複雑

施

化しています。

積極的

策

な情報提供のために広

の

報紙発行や市ホームペ

実

ージの運用、防災行政

現

無線放送施設などを活

に

用するほか、様々な手

向

段で

PRし、対話を進

け

めることで、市行政を

て

理解し主体的に地域づ

の

くりに関わる市民の拡

現

大を図ります。

市民主

状

体による「幸福感を育

を

む地域づくり」に向け

認

た機運の醸成には、市

識

政の方針や政策・施策

す

・事業及び地域の情報

る

など

が、確実に市民に

(

届く必要があります。

１

これらの情報を各種懇

)

談会、広報紙、ホーム

 

ページなどの様々な手

施

段で積極的にPR

し、

策

市行政を理解し主体的

目

に地域づくりに関わる

標

市民の拡大を図ります

の

。

(２) 基本計画内

進

の取り組みと方針のう

捗

ち、平成27年度の重

状

点課題
緊急事態や気候

況

変動による自然災害に

分

おいては、迅速な初期

析

情報伝達が重要です。

(

その大きな役割を担っ

２

ているの防災行政

無線

)

放送施設の更新事業を

 

進めます。　

(３) 

施

基本計画内方針及び平



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 3頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進
０４ 積極的なＰＲと対話による情報の共有

企画政策課長  熊谷和久

950  滝沢市ホームページ管理運営事業

1,237 1,237 0.0 1,237 1,237 1,237 4,948

1816  広報発行事業

17,868 17,977 △0.6 17,868 17,868 17,868 71,472

2932  視覚障がい者用広報作成事業

325 318 2.2 325 325 325 1,300

7801  市民対話促進事業

0 0 0.0 0 0 0 0

10623  防災行政無線施設更新事業

709,281 315,801 124.6 0 0 0 709,281


